
                                                       
                                                    

 
 
 

 

酒田西高生が描く「地域づくり、街づくり」～人々が集う酒田・庄内を目指して～をテー

マに「未来のやまがた」提言リレーが 10 月 21 日に行われました。これは、山形県教育委員

会による事業であり、私たちが暮らす“未来の山形”について様々な角度から討論し、その

提言を県民にアピールするものです。 

 軽部政治氏（東北芸術工科大教授）を講師に迎 

え「地域や街をデザインする『企画力・構想力』」 

を題に基調講演をいただきました。そして、仲川 

秀樹氏（日本大学教授）がコーディネータを務め、 

山口教育長をはじめ６名のパネリストでパネルデ 

ィスカッションを行いました。 

～本校から参加した佐藤樹さんと西村美桜さん～ 

「もっと酒田に自信を持って個性豊かな街にしたい。私達が山形県を好きになるところから

始め、酒田の良さを知って若い世代を中心に他県にアピールしていきたい。」 

 

 

 

 

 

県高校新人大会 

✤ボート部  男子ｼﾝｸﾞﾙｽｶﾙ 第 1位 村上敬幸  

女子ｼﾝｸﾞﾙｽｶﾙ 第 1 位 加藤 彩          東北大会出場 

男子ﾀﾞﾌﾞﾙｽｶﾙ 第 1 位 山地大海・後藤啓太 

女子ﾀﾞﾌﾞﾙｽｶﾙ 第 2 位 斉藤 和・加藤伸江 

✤水泳部   100ｍﾊﾞﾀﾌﾗｲ 第 3 位 佐藤麻文  東北大会出場 

200ｍﾊﾞﾀﾌﾗｲ 第 2 位 佐藤麻文  東北大会出場 

✤ソフトテニス部 女子団体戦 第 2位 県インドア大会出場 

          男子個人戦 ベスト 8 阿部浩也・佐藤健太 

✤陸上部 走幅跳 第 5位 柳田 梓 4ｍ88    

✤野球部 秋季県大会 ベスト 8 

秋季東北高校総体 

✤ボート部  女子ｼﾝｸﾞﾙｽｶﾙ 第 1位 加藤 彩  全国選抜大会出場 

✤水泳部   100ｍﾊﾞﾀﾌﾗｲ 第 8 位 佐藤麻文 

山形県高等学校総合文化祭 

✤美術部 ３－２ 齋藤 薫   油彩(絵画) 「審査員推薦」受賞 

✤写真部 １－４ 渡部 尚輝  優秀賞    

✤書道部 ２－４ 佐藤 志保  出品 

 
                                １１月１８日～２１日 

奈良・京都・大阪 
 
              １日目 東大寺・興福寺・清水寺 
               鹿がかわいかった。えさを上げる時間がなくて残念。 
               大仏がとても大きくてびっくりした。 
               清水の舞台から見た景色はきれいだった。 
               地主神社でおばさんにぶつかってしまった。 
               クラスの女子全員で一部屋だった。前より仲良くなれた。 
２日目 京都班別自主研修 
 京都の人がとても親切に道を教えてくれてうれしかった。 
 班員全員で協力し合うことができた。 
 金閣寺を見て、本物を見たほうが絶対いいと思った。 
 着物を着たら、外国人に何度も写真を撮られた。 
 ブレスレットを作りました。宝物です。 

３日目 クラス別研修・USJ 

ペンギン、マンボウ、カピバラに興奮した。 

                平等院鳳凰堂は水の上に映っていて美しかった。 

道頓堀の時間が短かったけど、たこ焼きがおいしかった。 
                ジュラシックパークでびしょぬれになった。 
                ジェットコースターは怖かったけどおもしろかった。 
４日目 大阪城 
 展望台からみる大阪の景色は都会だった。 
 クラスのみんなで過ごせた事がうれしかった。 
 たくさんの思い出ができました。また行きたいです。 
 先生方、添乗員さん、親に感謝します。 
 
インフルエンザが猛威を振るっていましたが天候には恵まれ 3 泊 4 日の充実した修学旅行になり

ました。上記の生徒の感想のように学校内ではできない貴重な体験をしたようです。この旅行を通

して学んだことをこれからの学校生活、人生に役立ててくれれば意義のある旅行になると思います。 
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☆酒田西高生による提言☆ 

「もっと地元を好きになる。“自信”と“プライド”を持つ。 

そういうバックグラウンドの上での“メディア環境による人づくり”」 

 

 

 



＜ｉn秋田＞ 

 １年次生対象の芸術コース関連事業である｢アートの魅力体験紀行｣が 9 月 30 日秋田ふる

さと村（美術館・トリックアート）・角館・たざわこ芸術村（オカリナ絵付け）において実

施されました。｢鉄は熱いうちに打て｣という言葉がありますが、校内では学びきれない生き

た芸術・文化の鑑賞や体験を通して豊かな魅力を実感し、そして各自の今後の進路選択に関

する考え方を深めることを目的に行われています。今回は 16 名の生徒が参加しました。 

                         

●驚いたのはとても細かい絵の作品でした。

絵を描くのは才能だと思っていましたが、そ

れ以上の努力を作品から感じました。他では

感られない多くのことを学びました。 

●ちょっと見る角度を変えるだけでびっく

りする光景が飛び込んできた。視点を変えて

みると気付かなかったことに出会えるのか

なと思いました。視点を広くして変えながら

生活してみたい。 

参加生徒は充実した時間を過ごすことができました。特に美術館の特別企画展は

生徒の心に響く内容であり、時間を忘れて鑑賞する姿は五感で感じる研修の大切さ

を実感させるものでした。 

 

 

 

 

 

 9 月に生徒会役員選挙が行われ、10月から後期執行部が新体制で動き出しました。 

新生徒会長より 

 生徒会長になった２年４組の佐藤敬規 

です。会長になり、仕事の大変さ、責任 

の重さを感じるようになりました。 

 後期生徒会では、「共存共栄」をスロー 

ガンに活動しています。このスローガン 

のもと、これから一年間、西高生と共に 

精一杯がんばっていきたいと思います。 

 

 

 
                   １０月１４日、２年次生を対象に、進路研究会Ⅱ「山大

の模擬授業」が本校を会場に行われました。山形大学から

７名の先生方においでいただき、文化・経済・教育・数学・

発酵微生物・"粉"等をテーマにした授業から、生徒は自分

の興味のある分野を選んで授業を受けました。６月に実施

された「研究会Ⅰ」で山大の各学部の概要を学習し、その

後山大に進学したいとの希望を抱いた生徒も多く、みな真

剣に聞いていました。 
 授業では、複雑な株や証券の仕組みをわかりやすく説明 
してもらったり、"粉"を始めとして"砂"などの、自然界に 
存在する様々な物質の興味深い話に惹きつけられていまし 
た。 

 ここ数年、山形大学のご協力をいただきながら、本校の 
進路指導の一環として毎年行われている行事ですが、生徒 
にも大変好評で、進路意識を高めるとてもよい研究会にな 
りました。 
 

 
１１月２８日（土）本校合奏室を会場にピアニストで 
洗足学園音楽大学講師の皆川純一先生による芸術科コ 
ースの生徒を対象とした公開レッスン＆コンサートが 
行われました。演奏法を受講している芸術コースの生 
徒３名はクーラウ・ショパン・モーツァルトの作品を演 
奏し、音楽の構造について・テーマ作り・タッチの仕方 

を学び、貴重な 
レッスンを受け 
ることが出来ました。｢よく練習していて、ほほえましく

思いました。｣というあたたかいメッセージもいただき、

生徒たちは励みになったようです。またコンサートでは

皆川先生によるブラームスの幻想曲集の演奏があり、ド

イツ的なハーモニーに会場は感動に包まれました。 
 

 

本校のホームページアドレス www.sakatanishi-h.ed.jp 

生徒会新役員 

生徒会長  佐藤 敬規（２－４） 
副生徒会長 阿部 亜希（２－４） 
      池田 沙霧（１－２） 
執行委員  佐藤 妙子（１－２） 

       佐藤 渚菜（１－２） 
       柴田 慈仁（１－３） 
       山木 孝太（１－３） 
      渡部 拓真（１－３） 


